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第 7章　保存（保存管理）

1　保存（保存管理）の方法

1 ） 基本方針

・史跡の本質的価値の構成要素を保存する。

・史跡の本質的価値の構成要素に準じる要素の適切な保存もしくは維持管理をおこなう。

・本質的価値の構成要素、およびこれに準じる要素の公開、活用をおこなう。

・史跡の追加指定、公有化をおこなう。

2） 保存（保存管理）の方法

・保存されている地下遺構、遺物を適切に保存（保存管理）する。

・難波宮期の地下遺構により定義付けられる空間を適切に保存（保存管理）する。

・公開、活用にあたっては、学術調査等の成果を踏まえ、適切な対応をとる。

・ 現状変更を許可する場合は、地下遺構を損なわないこと、および史跡としての景観に調和するも

のであることを条件とする。

・保存管理にあたっては関係諸機関と連携を図り、また市民、周辺住民等の協働、参画を図る。

・指定地周辺の重要遺構が発見されている敷地の地権者等と協議し、史跡追加指定、公有化を図る。

2 　現状変更の取り扱い

史跡指定地内において、現状を変更し、もしくはその保存に影響を及ぼす行為をしようとするとき

は、「文化財保護法」第125条の規定により、文化庁長官あてに現状変更許可申請を提出し、許可を得

ることが必要である。ただし現状変更については維持の措置、または非常災害のために必要な応急措

置を執る場合、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微である場合は、この限りでない、とさ

れている。

また「文化財保護法施行令」第 5条第 4項により市に権限を委譲されている事項については、大阪市

教育委員会が判断する。また行為の内容によっては、提出が不要なものもある。

以下に、現状変更が必要な行為、大阪市教育委員会が判断する行為、現状変更の提出が不要な行為

について、主なものを記述する。

1） 現状変更の許可申請が必要な行為の事例

1．建築物の新築、建替、増築、除去
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2 ．工作物の新設、改修、除去

3．地形変更、土木工事等

4．木竹の（伐採、）植樹、抜根

5．その他史跡の保存に影響を及ぼす行為、など

2） そのうち大阪市教育委員会が判断する行為の事例

1．小規模建築で 2年以内の期間を限って設置されるものの新築、増築または改築

・ 小規模建築とは、階数が 2 以下で、かつ地階を有しない木造または鉄骨造の建築物であって、建

築面積（増築または改築にあっては、増築または改築後の建築面積）が120平方メートル以下のも

のをいう。

2．工作物（建築物を除く）の設置もしくは改修、または道路の舗装もしくは修繕

・ 改修は設置の日から50年を経過していない工作物に係るものに限る。また道路の舗装、修繕は、

それぞれの土地の掘削、盛土、切土その他土地の形状の変更を伴わないものに限る。

3．史跡の管理に必要な標識、説明板、境界標、囲いその他の施設の設置または改修

4．電柱、電線、ガス管、水道管、下水道管その他これらに類する工作物の設置または改修

5．（建築または設置の日から50年を経過していない）建築物等の除去

6．木竹の伐採、など

3） 現状変更の許可申請が不要な行為

法第125条の規定で、「維持の措置」、「非常災害のために必要な応急措置」、「保存に影響を及ぼす行

為については影響の軽微である場合」は、許可申請が不要とされている。これに該当する行為について、

以下に示す。ただしこれらの行為の実施にあたっては、事前に大阪市教育委員会と協議をするものと

する。

1．維持の措置

・ 史跡、名勝または天然記念物（以下、史跡等とする）がき損し、または衰亡している場合において、  

その価値に影響をおよぼすことなく当該史跡等をその指定時の現状（指定後において現状変更等の

許可を受けたものについては、当該現状変更後の原状）に復するとき。

・ 史跡等がき損し、または衰亡している場合において、当該き損または衰亡の拡大を防止するため

の応急措置をするとき。

・ 史跡等の一部がき損し、または衰亡し、且つ当該部分の復旧が明らかに不可能である場合において、

 当該部分を除去するとき。

2．非常災害のために必要な応急措置

3．保存に影響をおよぼす行為のうち影響の軽微なもの

・ 史跡等に直接に物理的変更は加えないが、何らかの影響をおよぼす行為のうち、その影響が軽微

なもの。
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4 ） 日常的な維持管理

指定地内における以下のような日常管理については、現状変更等の許可手続きをとる必要はない。

ただし、その内容、程度によっては現状変更等に該当する場合もあるため、原則として大阪市教育委

員会に連絡をとり、必要に応じて協議をするものとする。

・史跡指定地内の除草、樹木等の剪定、枯損木の除去、通路等路面の簡易な補修等。

・既存建築物、工作物の維持管理。屋根、外壁および内装等の修繕、改修等で掘削を伴わないもの。

・その他上記に類する程度であり、建物、工作物の維持に必要な修繕で、掘削を伴わないもの。

3 　現状変更の取り扱い規準

史跡難波宮跡を適切に保存管理するために、史跡指定地内における現状変更行為に対する具体的な

取扱基準を以下のように定める。

1） 建築物の新築、建替、増築、除去

・ 建築物の新築、建替、増築は原則として認めない。ただし史跡整備および管理を目的とし、事前

協議により必要性が認められたものについては、地下遺構に影響を及ぼさないものについては認

める。その実施にあたっては、建築物の構造、外観意匠等について、史跡にとっての良好な景観

保全に配慮する。

・建築物の除去にあたっては、事前協議のうえ、地下遺構に影響を与えないよう配慮しておこなう。

2 ) 工作物の新設、改修、除去

・ 工作物の新設、改修については、史跡整備および管理を目的とし、事前協議により必要性が認め

られたものについては、地下遺構に影響を及ぼさないものについては認める。その実施にあたっ

ては、工作物の構造、外観意匠等について、史跡にとっての良好な景観保全に配慮する。

・工作物の除去にあたっては、事前協議のうえ、地下遺構に影響を与えないよう配慮しておこなう。

3 ) 地形の改変、および土木工事等

・ 地下遺構の保存に影響を及ぼす土地の掘削や、史跡の景観に影響を及ぼす土地の掘削や盛り土等

の地形の改変は、原則として認めない。ただし、史跡の保存、管理を目的としたものは、事前協

議のうえ地下遺構に影響を及ぼさないものについては認める。その際、史跡にとっての良好な景

観保全に配慮する。

・ 史跡内に恒常的な道路の新設、拡幅等は認めない。ただし、災害等非常時の対応については、事

前協議のうえ、地下遺構に影響を与えない範囲で認める場合がある。

・ 電気、給排水設備等の地下埋設物の新設、改修については、史跡の整備、管理、活用を目的とし

たものについては、地下遺構の保存に影響を与えない範囲で認める。
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4 ) 木竹の植栽、植替え、伐採、抜根等

・ 木竹の植樹、植替え、伐採、抜根については、事前協議のうえ、史跡の整備、管理、活用を目的

としたものについては認める。

・ 実施にあたっては、大阪市教育委員会等の立会いのうえ、地下遺構に影響を与えないように配慮

する。

4 　追加指定・公有化の方針

第 3章に記すように、内裏、朝堂院を中心とした宮殿中枢部については昭和39年（1964）の第 1次指

定に続いて追加指定をおこない、公有化を図ってきた。その後、昭和50年(1975）に文化財保護法の

改正があり、埋蔵文化財包蔵地の周知とその範囲内における開発行為に対して発掘調査がおこなわれ

るようになった。それにより史跡指定地の周辺で、難波宮の一部もしくはそれに関連するとおもわれ

るまとまった遺構が随所で発見された。これらについては条件の整ったところから順次史跡への追加

指定をおこない、その後、整備、活用を図ってきた。近年では、内裏西側で発見された難波宮に先行

する古墳時代の大規模な倉庫群である｢法円坂遺跡｣は難波宮跡に「附」指定がなされ、平成12・13年

度に史跡公園としての整備工事がおこなわれた。大極殿院東方で発見された東方官衙地区についても、

平成19年度および同26年度に追加指定がなされた。

一方、南部ブロックの南側に、前期難波宮の朝堂院南門が発見されている。そのさらに南側に前期

の朝集殿と「朱雀門」、回廊遺構が発見されている（「朱雀門・朝集殿地区」と呼称する）。また前期の東

方官衙地区の範囲内においても、既指定地以外に未指定の敷地が多く残っている。

この 2箇所は遺構が極めて重要であること、遺構の残り具合が良好であり、また、まとまりのある

範囲内に検出されていること等の理由により、今後、史跡追加指定にむけて地権者等と協議をおこな

い、史跡の追加指定と公有化を図ることが望まれる。

北部ブロックにおいても、史跡指定地東隣のＮＴＴ敷地は、難波宮跡・大阪城連続一体化構想にお

いて重要な場所であり、難波宮跡から大阪城にかけての良好な景観を確保するためにも重要である。

遺跡の上でも内裏に隣接する場所であり、将来、史跡に追加指定し、公有化を図ることが望ましい。

 



− 81 −

第 8章　活用

1　方向性

難波宮跡は都心部に広がる大規模遺跡であるから、その活用の検討にあたっては、史跡としての活

用と都市公園としての活用という双方の視点を明らかにし、それらを踏まえた難波宮跡公園としての

活用が必要である。以下、双方からの視点を示す。

【史跡の視点】

・難波宮跡の本質的価値の保存、次世代への継承

・難波宮跡の本質的価値を理解し、歴史の追体験の場

・特別史跡大坂城跡と一体化した、古代から近世、近代に至る大阪の歴史が凝縮された複合遺跡

【都市公園の視点】

・大阪城公園と一体となった歴史公園

・ 健康、レクリエーションの場大阪という大都市の都心部で、市民がくつろぎ、憩える広場と緑の

空間

・各種催事等に利用できる都心のオープンスペース

・震災等非常時の避難地

・都市景観の形成

2 　方針

これらの視点をもとに、以下を活用の基本方針とする。

①史跡であることを最大の特徴とした歴史公園としての活用を図る。

②都心部に位置する広がりのある歴史公園の魅力を活かした活用を図る。

③史跡の保存、活用と都市公園としての利用が一体化した活用を図る。

④大阪城公園と一体化した歴史公園としての活用を図る。

⑤学校教育、生涯学習と連携した活用を図る。

⑥市民のコミュニティの核として位置づけ、また観光・集客に対応できる新たな展開を検討する。

⑦将来的な難波宮跡公園の拡張を展望した活用計画とする。

3 　方法

昭和29年以来の継続した発掘調査、研究により、難波宮跡が学術的に極めて重要な遺跡であり、わ
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が国で最古の本格的な宮殿であることが明らかとなった。難波宮跡は都市としての大阪のルーツと

もいうべき遺跡である。また山根徳太郎を中心とし市民をあげての保存運動により、大阪市という

大都市の中心部の広い範囲が保存されていることは、大阪の歴史だけでなく、わが国の古代史研究

上、また遺跡保存の歴史上、大きな足跡として記憶されるべき事項である。

ところが現状では、市民に対しての難波宮跡の知名度は必ずしも高いものとはいえず、奈良県の

平城宮、京都府の平安宮などと比較して劣勢は否めない。広く市民に周知され、その重要性が認識

されることは、今後の保存活用計画をすすめるための基本条件となることである。ホームページの

公開等、新たな情報公開ツール等が開発されるなかで、さまざまな手法を用いて積極的にこれをお

こなうこと、また関連諸団体と連携をとり、活動の範囲を広げることが必要である。

1 )学校教育との連携

小中学校と連携をとり、児童生徒の歴史学習等に活用できるよう努める。

史跡に隣接する大阪歴史博物館は難波宮跡の遺跡博物館であり、難波宮跡の調査や保存に関する

資料が、模型や映像を中心としてわかりやすく展示されている。また展示室から史跡の全体を見渡

すことができる。大阪歴史博物館と難波宮跡の利用を促進させるために、小中学校に働きかけ、校

外学習等で博物館の利用とあわせて難波宮跡の利用を促進させることが望まれる。教師を対象とし

た利用案内や、学芸員の“出前講座”なども有効とおもわれる。

図58　復元建物を見学する小学生（西部ブロック）
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2 )生涯学習との連携

大阪市は生涯学習をすすめるため、『生涯

学習大阪計画』（2017年改訂）を作成してい

る。この中で「地域への愛着の醸成」として、

“大阪のもつ歴史、文化、自然環境など、大

阪のもつ資源を活かした学びのネットワー

クづくりをすすめ、図書館や大阪歴史博物

館を中心とした生涯学習施設等と連携し、

学習の機会を提供し、街の魅力を創造、発

信し、市民の街への愛着を高めていく。”と

している。そのために関係部署間の連携を

強化し、本市が所有する情報や資料を共有

し、活用するための仕組みづくりをつくる

ために、関係部署による協議会がもたれて

いる。これらの活動と連携し、難波宮跡の

生涯学習における活用を図り、また情報発

信に努め、難波宮跡に対する周知度を高め

るとともに市民意識の向上に努める。

3 )地域との連携

難波宮跡は地域住民にとって日々の憩い

の場として利用され、またボランティア等により定期的に清掃などもおこなわれている。難波宮跡

を会場として難波宮フェスティバルや四天王寺ワッソ、中央区民まつりなど、いろいろなイベント

も催されていて、地域との繋がりも認められる。難波宮跡が活発に利用されることは大阪市の活性

化に繋がり、また市民のコミュニティづくりの核となるものである。今後さらに地域との連携をす

すめ、活発な利活用の促進を図るとともに、難波宮跡を市民の生活のなかに位置づける工夫が求め

られる。

4 )大阪歴史博物館、大学、研究機関、大阪城天守閣との連携

長年にわたる難波宮跡の調査、研究は、わが国の古代史、考古学研究の進展に大きく寄与してきた。

今後もこれらを継承し、さらなる発展が望まれる。そのためには難波宮跡の遺跡博物館である大阪

歴史博物館を中核として、大阪市立大学をはじめとする関係諸大学、研究機関と連携し、研究を発展、

深化させ、その成果を積極的に情報発信することが必要である。また大阪城天守閣とも連携を図り、

大阪の歴史の研究をすすめ、同様に情報発信をおこなうことが必要である。

図59　難波宮フェスティバル(1995年）

図60　四天王寺ワッソ（2004年）
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5 )集客、観光に対する対応

近年、大阪には国内外から多くの観光客が集まっている。難波宮跡は現在環境整備の途中であり、

多くの観光客の利用に供する状況にはないが、先述のように、難波宮跡は大阪を代表する史跡であ

り、都市部にこれほど広い範囲が保存された遺跡はわが国で他に例がないものである。今後、積極

的に情報発信してその重要性を顕在化させ、また大阪歴史博物館の活動と連携した普及啓発をおこ

なう等の取り組みによって、多くの来訪者を得ることに繋げていく必要がある。多言語対応による

ホームページやパンフレット等の活用なども有効であろう。対応策を検討するためには、これら来

訪者の要請を把握して、集客、観光に対応できる整備、活用計画の検討をすすめることが必要である。
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第 9章　整備

1　整備の基本方針

これまでに史跡に指定されている範囲は、宮殿内部を貫通する東西（阪神高速道路・中央大通）、

南北（上町筋）の道路によって 3 つの区画に分断されている（北部ブロック、南部ブロック、西部ブ

ロック）。それぞれの区画には難波宮の中にあって異なる性格の遺構が分布するが、それ以外に立

地の条件、周辺環境等の状況が異なるため、それぞれの区画に求められる整備、活用の方針が異な

ることとなる。それぞれの区画における遺構の性格と立地等の条件、およびそれに応じた整備の方

針を記す。

1 )北部ブロック

【遺構の性格】　

・ 遺構の状況は中央・東地区と、西地区（史跡未指定）とに 2 分される。中央・東地区は内裏の中

図61　各ブロック範囲、および個別の敷地名称
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心部にあたり内裏正殿とそれを区画

する回廊の遺構が検出されている。

一方、　西地区は内裏と内裏西方倉

庫群との間にあたり、主要な遺構が

発見されていない空間である。

【立地等の条件】  

・ 大阪城公園に隣接し、同公園との接

合部にあたる。

・ 大阪城公園、大阪歴史博物館、難波

宮跡の結節点であるとともに難波宮

跡の 3 つのブロックの結節点でもあ

る。

・これまでに環境整備は未着手であり、今後、新規に整備をおこなうブロック。

【整備の方針】

・ 大阪城公園との連携空間として、互いの魅力を高めあい、両者を一体化した公園としての興味を

感じる仕掛けづくり。

・ 西地区は難波宮跡の 3 つのブロックの結節点として、また大阪城公園からの来訪者を難波宮跡南

部ブロックへ誘導するプロムナードとして位置づける。

・難波宮跡をはじめ周辺地区の歴史、文化財のインフォメーション機能。

・ 中央・東地区は内裏の中心部であり、内裏正殿、回廊等の遺構表示をおこなう。内裏西外郭築地

遺構は、瓦が落下した状態が保存されている。こうした遺構の実物の公開展示を検討する。

・ このエリアは内裏という天皇の生活空間であることから、花木を中心とした柔らかいイメージと

し、憩いの空間として整備する。

・震災等非常時の避難地として活用。

2 )南部ブロック

【遺構の性格】　

・大極殿院、朝堂院を中心とした宮殿中枢部。“朝庭”を中心とした広がりのある空間。

・朝堂院の東、西両側は官衙地域。

【立地等の条件】

・昭和46年以降、継続した史跡の環境整備事業がすすめられている。南半部は未整備。

・朝堂院東側の官衙地域は、順次史跡の追加指定、公有化がおこなわれている。

・東および南側は住宅地に隣接する。

【整備の方針】

・宮殿中枢部の重要な遺構について、前期、後期ともに遺構の位置と規模を平面的に表示。

図62　後期内裏西外郭築地の瓦落下遺構
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・ 平面的な広がりを利用して、イベント、催事や軽スポーツなど、市民が多様で活動的なレクリエー

ションを楽しむ空間として整備。

・大阪城天守閣や難波宮跡の 3ブロックの展望、集会合等の機能。

・ 難波宮の中枢部であり、史跡公園としても最も広く中心的位置づけにある。難波宮を象徴する

エリアとしての整備が求められ、将来の課題として歴史的建造物の復元を検討する。

・震災等非常時の避難地として活用。

3 )西部ブロック

【遺構の性格】

・前期難波宮内裏西方倉庫群、法円坂遺跡の 5世紀倉庫群が敷地の全域に広がっている。

【立地等の条件】

・大阪歴史博物館、ＮＨＫ大阪放送会館に隣接。

・地下鉄谷町四丁目駅に隣接。大阪城公園、大阪歴史博物館等への移動空間としての性格。

・平成10年度に「難波宮跡公園整備基本計画」を策定。同13年度に整備が工事終了し、公開。

【整備の方針】

・ 5世紀倉庫群および前期遺構を平面的に表示し、 5世紀倉庫の 1棟を復元。

大阪城大阪城

阪神高速道路阪神高速道路

北部ブロック北部ブロック

南部ブロック南部ブロック

西部ブロック西部ブロック

図63　各ブロックの整備基本計画（大阪市建設局花と緑の推進本部1999所収）
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・大阪歴史博物館、ＮＨＫ大阪放送会館の前庭空間としての集会合の場。

・人々が語らい憩う都市公園。

・コンパクトなイベント空間。

・震災等非常時の避難地として活用。

2 　敷地別整備方針

前項では、ブロックごとの遺構の性格と整備の基本方針を述べた。

項を改め、敷地ごとの「整備方針（求められる機能）」と「具体的整備内容」を次頁以降にまとめる。各

ブロック内の地区名・敷地名称、および史跡指定次数とその位置は下図のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　

大阪歴史
博物館
大阪歴史
博物館

中央・東地区中央・東地区

北部ブロック北部ブロック

南部ブロック南部ブロック

西部ブロック西部ブロック

大阪城公園

阪神高速、中央大通

西地区西地区

東方官衙地区東方官衙地区

旧NHK
敷地
西半分

旧NHK
敷地
西半分

旧NHK
敷地
東半分

旧NHK
敷地
東半分

日本郵政
敷地

日本郵政
敷地 NTT西日本

敷地
NTT西日本

敷地

旧大阪府
農林会館敷地
旧大阪府
農林会館敷地

NHK大阪
放送会館
NHK大阪
放送会館

中央地区中央地区

図64　各ブロックの地区および敷地名称
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1 �北部ࢡࢵࣟࣈ

敷 地 整備方㔪（ồࡵられるᶵ⬟） ල体的整備内容 

 

西 

地 

区 

旧
㹌
㹆
㹉
敷
地
西
半
部

 

・大阪城公園、難波宮跡、大阪歴史博

物館の⤖⠇Ⅼ－ 3 者を⤖ࣟࣉࡪムࢼ

ード的ᶵ⬟。 

・難波宮跡のᑟධ部。 

・人ࠎが集ࡾࡲὶする集ᐈ性が高

い͆史跡ᗈሙ✵間 。͇ 

・難波宮、大阪城をはࡵࡌとする大阪

の歴史、文化財、ほග、ദࡋ等のン

 。⬟ーシࣙンᶵ࣓࢛ࣇ

 

・難波宮跡の体解説、ぢ学用ࣃンࣇ

 。⨨等の設ࢺࢵࣞ

・͆ 多ᶵ⬟施設 設͇⨨の検ウ－えࡤ、

ᗑ、࢜ーࣉン、࢙ࣇ࢝ン࣓࢛ࣇー

シࣙン（大阪のほග地、㏆㞄の文化財、

 。等）、大阪の特産ရの㈍等ࢺン࣋

ア内施設の利用者、㌟㞀者、高࢚ࣜ・

㱋者用の㥔㌴ሙを設⨨－ࢫࣂ等大型

㌴୧の㥔㌴ྍ⬟な⯒整備。 

・上町➽ἢいにᶞ木の植ᶞ。上㉁な⛣

ື✵間。 

旧
大
阪
府
㎰
ᯘ
会
館
敷
地

㹌
㹒
㹒
西
日
本
敷
地 

旧
㹌
㹆
㹉
敷
地
東
半
部

日
本
㒑
ᨻ(

ᰴ)

敷
地

 

中
央
地
区
・
東
地
区 

 

・内裏の中ᚰ部とࡋて、内裏✵間を追

体㦂（࣓ージ）でࡁるᶵ⬟、整備。 

・南部ࢡࢵࣟࣈ、大阪城ኳ守㛶等の

═ᮃ。 

・᠁える✵間の整備。 

・大阪城公園との連ᦠ。 

・ᐇ物遺構の展♧。 

・内裏ṇ殿、内裏回廊の遺構表♧。そ

の方法は南部ࢡࢵࣟࣈのᚑ᮶の平㠃

的遺構表♧ᡭ法を原๎とする。内裏ṇ

殿の基ቭ元。═ᮃᶵ⬟。 

・回廊の遺構表♧を活用ࡋたື⥺計

画。 

・（ኳⓚの生活✵間で࠶る）内裏を

࣓ージでࡁる花木を中ᚰとࡋた植᱂。 

・旧㹌㹆㹉敷地内に保存されている

⎰ሁ積遺構のᐇ物公㛤。 

 

・史跡指定地外で࠶ることを活かࡋ

て౽┈ᶵ⬟を集中ࡋて設⨨。
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2 �南部ࢡࢵࣟࣈ

敷 地 整備方㔪（ồࡵられるᶵ⬟） ල体的整備内容 

第
一
・
二
・
三
次

お
よ
び
五
次
指
定
地 

・難波宮跡 アと࢚ࣜの中ᚰࢡࢵࣟࣈ 3

 。⬟てのᶵࡋ

・宮殿中ᯡ部の᭱㔜要遺構で࠶る大極

殿院、朝堂院等の遺構表♧。 

・難波宮跡の体およびಶࠎの遺構の

解説。 

・集会合ᶵ⬟。 

・朝堂院のᗈが࠶ࡾる✵間を利用ࡋて、

ࢡポーツなどのࣞࢫ㍍ࡸദ事、ࢺン࣋

 。ーシࣙン✵間࢚ࣜ

・（大阪城公園から南に⥆く）上町➽ἢ

いの緑地。 

・難波宮のシン࣎ル的࣓ࣔࣗࢽンࢺの

設⨨。 

 

・難波宮跡の体解説とಶࠎの遺構解説。 

その際、ＡR 等、新たな解説ᡭ法のᑟධ。 

・ᮍ整備⠊ᅖの遺構表♧は、南部ࢡࢵࣟࣈ

でこれࡲでにおこなࡗてࡁた平㠃的遺構

表♧のᡭ法を原๎とする。 

・北西部、南西部に࢚ンࣛࢺンࢫᗈሙを設

⨨ 。どㄆ度を高ࡵる✵間設計。

 

 

 

・大極殿院・朝堂院の外側の区画は高木を

植ᶞࡋ、㐪いを際立たࡏる。 

 
 

✵㛤ദへのᑐᛂ－朝堂院西側のࢺン࣋・

間は࣋ンࢺ㛤ദのࢧーࣖࢫࣅードと

たこの✵間を㔜㔞㌴୧が㥔㌴ࡲ。て利用ࡋ

でࡁるⰪ生ᗈሙ－㌟㞀者・高㱋者用の㥔㌴

ሙとࡋてࡶ用いる。 

・歴史的建築の元を検ウ。 

南西部の࢚ンࣛࢺンࢫは道路㠃との高低ᕪ

ฎ理がᚲ要。 

朝堂院外側の植ᶞ（ᱜ）  
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3 �西部ࢡࢵࣟࣈ

ᮾ
᪉
ᐁ
⾦
ᆅ
区

➨
භ
・

ḟ
ᣦ
ᐃ
ᆅ

 

・ᮾ᪉ᐁ⾦遺ᵓࡢ≉ᚩࢆ⌮ゎ࡛ࡿࡁ⾲

 ࠋࡿࡍ♧

・ᩜᆅ࿘㎶部ࠊ᳜ ᶞ➼ࡢᡭ法ࡾࡼど

ぬⓗ㐽ⶸᶵ⬟ࠋࡿࡏࡓࡶࢆ 

・ఫᏯᆅ㞄᥋ࠊࡵࡓࡿࡍ市Ẹࡢ࠸᠁ࡢ

ሙࡿ࡞ᶵ⬟ࠋࡿࡏࡓࡶࢆ 

・遺ᵓᩜࡣᆅእᗈࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࡗࡀ

（ᑗ᮶ⓗ࡞史跡ᣑ大ࢆぢ㉺࡚ࡋ）ᗈࡾࡀ

 ࠋࡿࡍ♧⾲ࡿࡁㄆ㆑࡛ࢆ

 

 

・▷ᮇⓗࡣⰪᩜࡢタࠊゎㄝᯈࡢタ⨨➼ࠋ 

・➨ 7 ḟᣦᐃᆅࠊࡣ発᥀ㄪᰝࢆᐇࠊࡋᆅ

ୗ遺ᵓࡢ≉ᚩࢆ⪃៖ᩚࡓࡋഛ計画ࠋࡿࡍ

࠼᠁ࡀ⪅用ࠊࡋᕤኵࢆᡭ法♧⾲ࠊ㝿ࡢࡑ

 ࠋࡿࡍ㛫✵ࡿ

・阪⚄㧗㏿㐨㊰・中ኸ大㏻ἢࡇࡿ࠶࡛࠸

ࡢ⥳͆ࡋ㓄ࢆ㧗ᮌࡣ࠸㐨㊰ἢࠊࡋ៖⪄ࢆ

ᖏࡢ㐃⥆͇ᩚ࡚ࡋഛࠋ 

・難波宮ࡢయࡢ中࡛ࡢ⨨ࢆ☜ㄆ࡛ࡿࡁ

ゎㄝᯈࠊࡤ࠼ࠊ࠺ࡼ ⛬ᗘࡢ

ඖ❧యᶍᆺࢆタ⨨ࡢ࡞ࡿࡍᕤኵࠋࡿࡍࢆ 

・ᩘᮇศᩚࡓࢀഛ࢚ࣜࠊࡵࡓࡿ࡞

中㛗ࠊ࡚ࡓࢆഛ計画ᩚࡓࡋ⏕ࢆᚩ≉ࡢ

ᮇⓗ࡞ᐇ計画ࡀᚲせࠋ 

 

東
方
官
衙
地
区

100ศ1ࡢ

 整備方㔪（ồࡵられるᶵ⬟） ල体的整備内容 

第
四
次
指
定
地 

・前期難波宮内裏西方倉庫群と法円坂遺跡

の５世紀倉庫群を理解でࡁる整備とする。 

・大阪歴史博物館、㹌㹆㹉の前ᗞ✵間とࡋ

ての集会合のሙ。 

・人ࠎが᠁い、ㄒらい࠶うሙ。 

 。間✵ࢺン࣋なࢺࢡࣃンࢥ・

・前期難波宮倉庫群、および法円坂遺跡の

体解説ᯈ等の設⨨、およびಶࠎの遺構を

地表㠃に表♧。 

・展ᮃウࢵドࢵࢹキ、࣋ンࢳ等を設⨨。 

・法円坂遺跡の建物㸯棟を元。 

・南、東側の道路際に高木の植᱂。 

・平成 13 年度に整備工事⤊、公㛤。 
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3 　環境整備事業の推進

昭和29年以来の発掘調査により、難波宮中枢部の形態がほぼ明らかになり、わが国の古代史を考え

る上で極めて貴重な遺跡であることが認識された。また近年の調査により宮殿中枢部の周囲の調査が

すすみ、宮域が概ね推定できるようになった。

その宮域内で、史跡指定地のうち南部ブロックの南側において、前期朝堂院南門が発見されている。

そのさらに南側に前期の朝集殿と「朱雀門」、回廊遺構が発見されている（朱雀門・朝集殿地区）。これ

らは難波宮の中枢部を構成する建物であり、難波宮のメインゲートにあたる極めて重要な遺構である。

一方、 2箇所で官衙のまとまった遺構が発見されたが、その内の内裏西方倉庫群は南半分が史跡に

追加指定され、史跡公園としての整備工事がおこなわれた（西部ブロック）。もうひとつの朝堂院東方

に広がる東方官衙地区は、東北部の一部、およびその南側等の敷地が追加指定されたが、それ以外に

未指定の敷地も多く残っている。これらの地域で発見された一連の建物群は、前期難波宮の段階で官

衙が形成されていたことが明らかとなり、わが国の国家体制がどのように整ってきたかを知るうえで

重要な遺構である。

東方官衙地区 
東方官衙地区

跡 

朱雀門・朝集殿地区 

図65　難波宮跡整備構想イメージ図
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一方、北部ブロックの史跡指定地東隣のＮＴＴ敷地は、難波宮跡・大阪城連続一体化構想において

重要な場所であり、難波宮跡から大阪城にかけての良好な景観を確保するためにも重要である。遺跡

の上でも内裏に隣接する場所であり、将来、史跡に追加指定し、環境整備をおこなうことが望ましい。

これらの敷地内では発掘調査が未実施の範囲も多く残っている。公有化の後、必要な発掘調査をお

こない、遺構の状況を確認したうえで、その結果をもとにした環境整備事業をおこなうことが望まれ

る。その際の遺構表示の手法は、基本的には南部ブロックの手法に倣うが、地下遺構の状況とそれぞ

れの敷地の利用計画にあわせた手法とすることが必要である。

4 　解説、インフォメーション機能の充実

難波宮跡の環境整備手法は、遺構を地表面に平面的に表示するという方法である。また前期と後期

2時期の遺構を同一平面に表示していることから、地表面から望見したのでは、両者の違いを認識し

にくいという限界がある。

この問題に対しては、解説板、パンフレッ

ト等の設置が有効である。道路により分断

されている 3 つのブロックをまとめて史跡

全体を説明するもの、個々の遺構を説明す

るものなど、場所と状況に応じた対応が必

要である。

3 つのブロックのうち、解説板が設置さ

れているのは西部ブロックと南部ブロック

である。 西部ブロックのものは平成13年

(2001）に設置したものであるが、南部ブ

ロックのものは昭和58・59年(1983・84）

に設置したものを、平成 5年（1993）に内容

の更新をおこなったものである。その後に

明らかになった調査等の成果をもとに内容

を更新すべきであり、近年開発がすすめら

れているＡＲ（拡張現実）技術等の新手法を

用いるなど、わかりやすい解説とする等の

工夫が必要である。

また全体解説だけでなく、個々の遺構の

解説や、各ブロック間の関係等を解説する

インフォメーション機能も充実させる必要

がある。その際には大阪歴史博物館、大坂

図66　南部ブロック設置の解説板

図67　若年層を対象とした解説板とパンフレット

（南部ブロック西北部）
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城跡との連携を重視し、相互の魅力を引き立てあう工夫が必要である。

北部ブロックの西地区は地下鉄出入口から大阪城、難波宮跡への導入部でうとともに移動空間とし

ての性格がある。また、大阪城、大阪歴史博物館との結節点でもある。この地をスタートとして、近

隣の史跡、文化財めぐりを計画する来訪者も増えると予想される。インフォメーション機能の中には、

船場、上町台地地区の史跡、文化財を紹介する内容も含めることが望まれる。これらの広域にわたる

活用計画、手法等を検討する際は、大阪府、市の関係部局が連携をもっておこなうことが必要である。

また民間活力の導入など、新たな手法を採用するなどの検討が望まれる。



− 95 −

第10章　運営体制の整備

1　一元的な管理運営体制の必要性

難波宮跡の発掘調査、保存、環境整備事業は、昭和46年(1971）の事業開始以来、大阪市教育委員

会事務局文化財保護課が中心となり、建設局公園整備担当部局と協力して実施してきた。平成14年度

以降は、実施主体が市長部局の文化担当部局となり、 3者が共同で事業をすすめてきた。事業は一定

の成果をあげることができ、大阪市という大都市の中心部に、広い面積の史跡公園の体裁が整ってき

た。平成13年(2001）には隣接地に難波宮跡のサイトミュージアムとしての大阪歴史博物館が開館し、

難波宮の周知度は高まりをみせた。これまでに整備をすすめてきた中央大通以南の敷地（南部ブロッ

ク）はいろいろなイベント等に会場として利用されるようになり、市民が足を運び、親しむ機会も増

えてきた。今後、より一層の市民利用を図り、内外からの来訪者への要求に答えるためには“楽しさ”

の演出も必要である。難波宮跡の存在を認識できるモニュメントの必要性も指摘されている。将来の

課題として主要な建造物の復元といったことも検討材料としてあげられよう。

このような状況下にあって新たな展開を求めるためには、従来の体制では限界があり、新たな視点

による事業の企画、運営が必要である。そのためには｢史跡としての整備｣、「公園としての整備」に加

えて｢観光振興｣、｢地域振興｣、｢情報発信｣、といった関連する分野を担当する部局が横断的に連携し、

企画、運営をおこなうことが必要である。

現在、難波宮跡の保存管理、整備、活用事業は大阪市の経済戦略局、建設局、教育委員会の 3局で

担当しており、研究、展示等は大阪歴史博物館がおこなっている。また平成26年度からは、大阪府の

都市整備部、府民文化部、教育庁も事業計画の検討に加わっている。本計画に掲げる事項がより実効

性をもったものとするためには、これら各部署が連携し、それぞれの専門性を活かした運営体制とな

るよう、責任分担を明確にした推進体制を確立する必要がある。また、さらに事業をすすめるためには、

発掘調査、史跡保存・管理、整備・活用計画の策定および実施等の一連の事業を一括して実施できる

組織の確立が望まれる。

2 　市民意識の高揚、民間との連携

これまで難波宮跡の整備、活用事業は行政主導でおこなわれてきた。しかし近年の動向をみると、

市民、ＮＰＯ等の民間団体との連携のもと活性化を図る方向に移っている。行政は｢機会｣を提供し、

実際に事業をおこなうのは民間であるとする官民の役割分担の考え方である。これまでにも難波宮跡

では秋のシーズンには各種の催しが開催されているが、さらなる積極的な広がりを求め、１年を通し

て大勢の市民が集える各種の催事等をおこなうことが望まれる。各種行事の開催、難波宮跡の清掃（草
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刈り）奉仕等、いろいろな内容が考えられるが、それらのアイデア募集から企画、運営などについても、

市民団体、ＮＰＯ、企業等と連携した事業の推進を検討すべきである。またそれらの事業を実施する

にあたっては積極的に広報をおこない、より多くの市民に難波宮をアピールできるよう努めることが

必要である。

難波宮跡の整備活用事業に新たな展開を求め、軌道に乗せるためには、市民レベルでその必要性が

理解されなければならない。そのためにはさらなる認知度のアップに努め、市民意識の高揚を図る必

要がある。

これまで難波宮跡の保存は市民の協力を得てすすめられてきた。今後、一層の保存、活用を図るた

めにも、市民の理解と協力を得てすすめられるよう努める必要がある。

3 　保存管理の有効な手段の検討

難波宮跡の整備、活用事業は、今後も大阪府、市が共同で推進していくこととするが、一方で、整備、

活用にあたって新たな提案、手法を導入することも検討する必要がある。そのひとつとして、指定管

理等の手法による民間活力の導入に関する検討も有効であると考えられる。民間企業のもつ独自の観

点による事業展開に関する技術、経験などを活かすことにより、難波宮跡に対して新たな魅力の発掘

や情報発信の手法など、活性化につながる手法を導入できる可能性があるとおもわれる。

ただし導入にあたっては留意すべき点も指摘されている。近年の同様の事例をみると、指定管理等

の期間が限られていることによる弊害や中長期的視点の希薄さ、またその場のもつ特長を活かしきれ

ていないといった指摘もある。民間事業者公募の際にはこれらの問題点を考慮し、難波宮跡の保存管

理、普及活用に効果のある提案がなされるよう条件設定等を定める必要がある。そのうえで大阪府、

市の責任を明確化したうえで民間活用を図ることに留意しなければならない。
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第11章　経過観察および事業計画の見直し

　

1 　整備基本計画の策定

史跡難波宮跡の保存活用計画をまとめるにあたり、これまでの経過、現状と課題、整備、活用、今

後の方針等を述べてきた。今後この計画をもとに保存活用事業の推進に向けて、中・長期的なスケ

ジュールを含めた具体的な整備基本計画の策定をおこない、環境整備事業を実行することが必要であ

る。

　

2 　経過観察

本計画に記した、保存、活用、整備、管理運営等の実施にあたっては、より実効性のあるものとす

るために、今後、判断基準（自己点検項目等）を定めて事業評価をおこなうなど、定期的な経過観察を

おこない、その結果をもとに事業計画の見直し、修正等をおこなう必要がある。

経過観察の方法として、自己点検の項目およびその内容の例を以下に示す。

【保存管理】

・発掘調査、研究の推進：史跡内発掘調査計画の策定および調査・研究の実施、史跡外発掘調査の

　　実施（各年）

・追加指定と公有化：史跡追加指定、公有化計画の策定および実施（随時）

・保存活用計画の見直し：自己点検の実施、評価（各年）、計画の見直し（ 5年後）

【活用（大阪歴史博物館と連携）】

・来場者、入館者数（各年）　

・情報発信と普及啓発、公開：発掘調査現場公開、ホームページ等での情報発信（各年）

・イベント等の開催：各種催事、市民参加イベント等の実施（各年）

・学校教育との連携：校外学習での活用、学校への出前講座（各年）

・生涯学習との連携：講演会（シンポジウムを含む）、見学会の実施（各年）

・周辺文化財との連携：周辺の史跡・文化財を含めた見学会、イベント等の実施（各年）

【整備】

・環境整備：整備計画に記された整備事業の実施（各年）

・維持管理：日常管理の実施、既存遺構表示等の修繕の計画立案・実施（各年）

・周辺環境の整備：史跡周辺の道路・サイン等の設置者・管理者等との協議（随時）

【管理運営】

・管理運営体制の円滑化：関係機関の連絡調整（定期的）

・市民との連携：ボランティア・市民団体等との交流機会の増加（各年）
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